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2005年度版 建築工事共通仕様書　改訂概要

共通 各章全般に基準、規格、法規及び文章表現の見直し
各章施工計画書に関する表現の見直し

２　仮設工事 10 経費負担の内容の見直し

５　鉄筋工事 ３．３  鉄筋の定着及び重ね継手長さ見直し及び SD340 のコンクリー
ト強度 48N/cm2 以上 60N/cm2 以下の項追加

 梁主筋の柱定着形状の変更

６　コンクリート工事 ８ 混和材料にシリカヒュームを追加
13  高い強度のコンクリートを JIS A 5308（レディミクストコン

クリート）の改訂に伴い、高強度コンクリートとして改訂

７　鉄骨工事 11．３ 11. 3. 2　表　吹付け厚さ及びかさ比重の見直し
11．３ 11. 3. 3　表　確認ピンの所要量の見直し

12　木工事 ２．４ 保存処理木材について追記

13　屋根及びとい工事 ３．２ JIS Ａ 6515　アルミニウム合金製折板屋根構成材の削除

14　金属工事 １．２ あと施工アンカーの試験箇所の追記

15　左官工事 ３．３ 調合及び塗厚の見直し

16　建具工事 ６  「特殊開錠用具所持の禁止等に関する法律」に基づく指定建
物錠性能を追記

17　ガラス及びプラスチック工事 ２．５ 2. 5　表　特殊ガラス工法　合わせガラスの項を追記

18　吹付工事 １．２ ホルムアルデヒドの放散量の適用内容を追記

19　塗装工事 １．２ ホルムアルデヒドの放散量の適用内容を追記
１．５ 1. 5　表　塗装仕上げの略号 材料の規格№を追記
１．６ 1. 6. 1　表　さび止め塗料一覧表 さび止め塗料の見直し
２ 塗装仕様 下記塗装仕様を追記
 仕様№ 15　亜鉛メッキ製品２－FUE
 　　　　　 常温乾燥形ふっ素樹脂エナメル仕上げ
 仕様№ 16　亜鉛メッキ製品２－ASE
 　　　　　 ２液形アクリルシリコン樹脂エナメル仕上げ
 仕様№ 29　屋内木部面のＥＰ－Ｇ
 　　　　 　つや有り合成樹脂エマルションペイント仕上げ
 仕様№ 30　屋内鉄製品のＥＰ－Ｇ
 　　　　 　つや有り合成樹脂エマルションペイント仕上げ
 仕様№ 31　屋内亜鉛メッキ製品のＥＰ－Ｇ
 　　　　 　つや有り合成樹脂エマルションペイント仕上げ

20　内装工事 ４ 畳敷き材料の見直し
７．１ 各種ボード張り　7. 1. 1 表ボード類の規格と種類を追記

22　ユニット工事 ２．14 移動間仕切を追加

23　外構工事 ２．４  透水性アスファルト舗装及び排水性アスファルト舗装の路盤
を追記

２．６ コンクリート舗装等に使用するコンクリートの見直し


